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(57)【要約】
【課題】柱端の耐力を向上できる木質柱と鉄骨梁の接合 
構造等を提供する。
【解決手段】木質柱２と鉄骨梁３の接合構造１において 
、上下の木質柱２の間にコンクリート製の仕口部４が配 
置され、仕口部４に鉄骨梁３の一部が埋設される。木質 
柱２の仕口部４側の端部において、木質柱２の内部に芯 
材である鉄骨５が挿入される。鉄骨５は、上下の木質柱 
２と仕口部４に跨るように配置される。鉄骨５のフラン 
ジには鉄骨梁３の端部が接合される。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全14頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 木 質 材 料 を 用 い た 柱 と 鉄 骨 梁 の 接 合 構 造 で あ っ て 、
　 上 下 の 柱 の 間 に コ ン ク リ ー ト 製 の 仕 口 部 が 配 置 さ れ 、
　 前 記 仕 口 部 に 鉄 骨 梁 の 一 部 が 埋 設 さ れ 、
　 前 記 柱 の 少 な く と も 前 記 仕 口 部 側 の 端 部 に お い て 、 前 記 柱 の 内 部 に 芯 材 が 設 け ら れ た こ  
と を 特 徴 と す る 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 芯 材 が 鉄 骨 で あ り 、
　 前 記 鉄 骨 が 上 下 の 前 記 柱 と 前 記 仕 口 部 に 跨 る よ う に 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
１ 記 載 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 芯 材 が コ ン ク リ ー ト で あ り 、
　 筒 状 の 前 記 柱 の 内 部 に 前 記 コ ン ク リ ー ト が 充 填 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の  
接 合 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 芯 材 が 鉄 骨 と コ ン ク リ ー ト で あ り 、
　 筒 状 の 前 記 柱 の 内 部 に 前 記 コ ン ク リ ー ト が 充 填 さ れ 、
　 前 記 鉄 骨 が 上 下 の 前 記 柱 と 前 記 仕 口 部 に 跨 る よ う に 配 置 さ れ 、
　 前 記 鉄 骨 の 両 端 部 が 上 下 の 前 記 柱 の 内 部 に 挿 入 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の  
接 合 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 木 質 柱 と 鉄 骨 梁 と の 接 合 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 木 質 柱 と 木 質 梁 と の 接 合 構 造 と し て 、 ド リ フ ト ピ ン や Ｇ Ｉ Ｒ （ G l u e d   I n   R o d ） を 用  
い た も の が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 木 質 柱 と 木 質 梁 を 剛 接 合 と す る こ と は 難 し く 、 ま た 接  
合 構 造 に 用 い る 鋼 製 金 物 が め り 込 む な ど し て 木 の 局 所 的 な 破 壊 が 生 じ 、 保 有 耐 力 が 小 さ く  
変 形 性 能 に も 乏 し い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の た め 、 木 質 柱 と 塑 性 変 形 能 力 の あ る 鉄 骨 梁 を コ ン ク リ ー ト に よ る 接 合 部 で 接 合 し 、  
合 成 構 造 化 す る 工 法 が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 木 質 柱 と 鉄 骨 梁 と の 接 合  
部 に ネ ジ 部 と 異 形 鉄 筋 部 と か ら な る 鋼 棒 を 用 い 、 鋼 棒 の ネ ジ 部 を 上 側 柱 部 材 お よ び 下 側 柱  
部 材 に 付 着 固 定 し て 鋼 棒 の 異 形 鉄 筋 部 を コ ン ク リ ー ト に よ る 仕 口 部 材 内 で 鉄 筋 継 手 に 接 合  
し た 接 合 構 造 が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 6 6 3 8 9 0 6 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に お い て 、 木 質 柱 の 仕 口 部 材 側 の 端 部 の 仕 様 は 従 来 と 同 様 と  
な っ て お り 、 鉄 骨 梁 の 耐 力 に 見 合 っ た 柱 端 の 曲 げ 耐 力 の 確 保 が 難 し い 。 特 に 中 高 層 の 建 物  
な ど を 対 象 と す る 場 合 、 接 合 部 を 剛 接 合 と し 地 震 に 対 す る 抵 抗 力 を 確 保 す る た め に は 、 柱  
端 の 曲 げ に 対 す る 耐 力 や 剛 性 の 不 足 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 高 層 建 物 の 柱 部 材 は 高 い 軸 力 を 支 持 す る 必 要 が あ る が 、 特 許 文 献 １ の 方 法 は 軸 耐 力  
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の 確 保 や 木 質 柱 の ク リ ー プ 変 形 な ど の 点 に つ い て も 課 題 を 残 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 し た 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 柱 端 の 耐 力 を 向  
上 で き る 木 質 柱 と 鉄 骨 梁 の 接 合 構 造 等 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 は 、 木 質 材 料 を 用 い た 柱 と 鉄 骨 梁 の 接 合 構 造 で あ  
っ て 、 上 下 の 柱 の 間 に コ ン ク リ ー ト 製 の 仕 口 部 が 配 置 さ れ 、 前 記 仕 口 部 に 鉄 骨 梁 の 一 部 が  
埋 設 さ れ 、 前 記 柱 の 少 な く と も 前 記 仕 口 部 側 の 端 部 に お い て 、 前 記 柱 の 内 部 に 芯 材 が 設 け  
ら れ た こ と を 特 徴 と す る 接 合 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で は 、 木 質 柱 と 鉄 骨 梁 を コ ン ク リ ー ト 製 の 仕 口 部 に よ り 接 合 し 、 且 つ 木 質 柱 の 内  
部 に 芯 材 を 配 置 す る こ と で 、 木 質 柱 と 鉄 骨 梁 と を コ ン ク リ ー ト 製 の 仕 口 部 を 介 し て 接 合 す  
る 合 成 構 造 に お い て 、 柱 端 の 曲 げ に 対 す る 耐 力 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 例 え ば 前 記 芯 材 は 鉄 骨 で あ り 、 前 記 鉄 骨 が 上 下 の 前 記 柱 と 前 記 仕 口 部 に 跨 る よ う に 配 置  
さ れ る 。
　 こ れ に よ り 、 木 質 柱 と 鉄 骨 梁 の 接 合 部 の 剛 性 、 耐 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 柱 端 の 曲  
げ に 対 す る 耐 力 や 剛 性 、 変 形 性 能 も 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 あ る い は 、 前 記 芯 材 が コ ン ク リ ー ト で あ り 、 筒 状 の 前 記 柱 の 内 部 に 前 記 コ ン ク リ ー ト が  
充 填 さ れ て も よ い 。
　 こ れ に よ り 、 軸 力 や 曲 げ に 対 す る 柱 の 耐 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 芯 材 が 鉄 骨 と コ ン ク リ ー ト で あ り 、 筒 状 の 前 記 柱 の 内 部 に 前 記 コ ン ク リ ー  
ト が 充 填 さ れ 、 前 記 鉄 骨 が 上 下 の 前 記 柱 と 前 記 仕 口 部 に 跨 る よ う に 配 置 さ れ 、 前 記 鉄 骨 の  
両 端 部 が 上 下 の 前 記 柱 の 内 部 に 挿 入 さ れ て も よ い 。
　 芯 材 と し て 鉄 骨 と コ ン ク リ ー ト を ミ ッ ク ス し て 用 い る こ と で 、 木 質 柱 、 鉄 骨 梁 、 仕 口 部  
を 統 合 一 体 化 し た さ ら に 高 性 能 な 架 構 が 実 現 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 柱 端 の 耐 力 を 向 上 で き る 木 質 柱 と 鉄 骨 梁 の 接 合 構 造 等 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 接 合 構 造 １ を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 接 合 構 造 １ の 構 築 方 法 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 木 質 柱 ２ と 鉄 骨 ５ を 一 体 化 す る 例 。
【 図 ４ 】 接 合 構 造 １ の 他 の 構 築 方 法 の 例 。
【 図 ５ 】 接 合 構 造 １ の 他 の 構 築 方 法 の 例 。
【 図 ６ 】 接 合 構 造 １ の 他 の 構 築 方 法 の 例 。
【 図 ７ 】 接 合 構 造 １ ａ を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 接 合 構 造 １ ａ の 構 築 方 法 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 接 合 構 造 １ ａ の 他 の 構 築 方 法 の 例 。
【 図 １ ０ 】 接 合 構 造 １ ｂ を 示 す 図 。
【 図 １ １ 】 接 合 構 造 １ ｂ の 構 築 方 法 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ 】 接 合 構 造 １ ｂ の 他 の 構 築 方 法 の 例 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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［ 第 １ の 実 施 形 態 ］
（ １ ． 接 合 構 造 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 接 合 構 造 １ を 示 す 図 で あ る 。 図 １ （ ａ ） は 接 合 構 造  
１ の 鉛 直 断 面 を 示 す 図 、 図 １ （ ｂ ） は 木 質 柱 ２ の 水 平 断 面 を 示 す 図 、 図 １ （ ｃ ） は 仕 口 部  
４ の 水 平 断 面 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ （ ａ ） は 図 １ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） の 線 Ａ ３ － Ａ ３ に よ る 断  
面 で あ り 、 図 １ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は そ れ ぞ れ 図 １ （ ａ ） の 線 Ａ １ － Ａ １ 、 Ａ ２ － Ａ ２ に よ る  
断 面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 接 合 構 造 １ で は 、 上 下 階 の 木 質 柱 ２ と 鉄 骨 梁 ３ と の 接 合 部 に コ ン ク  
リ ー ト 製 の 仕 口 部 ４ が 配 置 さ れ 、 木 質 柱 ２ と 鉄 骨 梁 ３ が 仕 口 部 ４ を 介 し て 接 合 さ れ る 。 木  
質 柱 ２ は 集 成 材 等 の 木 質 材 料 を 用 い た 柱 で あ る 。 鉄 骨 梁 ３ は Ｈ 形 鋼 等 の 鋼 材 を 用 い た 梁 で  
あ る 。 仕 口 部 ４ は 上 下 階 の 木 質 柱 ２ の 間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 接 合 構 造 １ は 、 仕 口 部 ４ の 他 、 木 質 柱 ２ の 芯 材 で あ る 鉄 骨 ５ と 、 上 下 階 の 木 質 柱 ２ を 一  
体 化 さ せ る た め の 棒 材 ６ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 鉄 骨 ５ は 、 上 階 の 木 質 柱 ２ 、 仕 口 部 ４ 、 下 階 の 木 質 柱 ２ に 跨 る よ う に 配 置 さ れ る 。 鉄 骨  
５ は 、 木 質 柱 ２ や 仕 口 部 ４ の 水 平 断 面 の 中 心 部 に 配 置 さ れ る 。 鉄 骨 ５ に は Ｈ 形 鋼 が 用 い ら  
れ 、 平 面 に お け る 向 き は 木 質 柱 ２ 、 鉄 骨 梁 ３ 、 仕 口 部 ４ に 生 じ る 応 力 等 に 応 じ て 決 定 さ れ  
る 。 な お 、 Ｈ 形 鋼 に 代 え て そ の 他 の 形 鋼 を 鉄 骨 ５ と し て 用 い て も よ く 、 ま た 角 形 鋼 管 や 円  
形 鋼 管 な ど の 鋼 管 を 鉄 骨 ５ と し て 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 下 階 の 木 質 柱 ２ の 仕 口 部 ４ 側 の 端 面 （ 上 階 の 木 質 柱 ２ の 下 端 面 と 下 階 の 木 質 柱 ２ の 上  
端 面 ） に は 孔 ２ １ が 設 け ら れ る 。 孔 ２ １ の 平 面 形 状 は 、 鉄 骨 ５ の 軸 方 向 と 直 交 す る 断 面 の  
形 状 に 対 応 し 、 Ｈ 形 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 鉄 骨 ５ の 軸 方 向 の 両 端 部 は 、 上 下 階 の 木 質 柱 ２ の 孔 ２ １ に そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ 、 孔 ２ １ に  
充 填 さ れ た 充 填 材 ２ ３ に よ り 各 木 質 柱 ２ と 一 体 化 さ れ る 。 充 填 材 ２ ３ に は 既 知 の グ ラ ウ ト  
材 や 接 着 材 等 を 用 い る こ と が で き る 。 鉄 骨 ５ の 挿 入 長 は 、 木 質 柱 ２ の 幅 の 0 . 5 倍 以 上 1 倍  
以 下 程 度 と す る が 、 こ れ に 限 ら な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 棒 材 ６ も 、 上 階 の 木 質 柱 ２ 、 仕 口 部 ４ 、 下 階 の 木 質 柱 ２ に 跨 る よ う に 配 置 さ れ る 。 棒 材  
６ は 、 木 質 柱 ２ や 仕 口 部 ４ の 水 平 断 面 の 外 周 部 に 配 置 さ れ る 。 棒 材 ６ に は 例 え ば 異 形 鉄 筋  
を 用 い る こ と が で き る が 、 こ れ に 限 ら な い 。 ま た 、 柱 端 の 曲 げ に 対 す る 耐 力 や 剛 性 を 鉄 骨  
５ の み で 確 保 で き る 場 合 に は 、 棒 材 ６ を 省 略 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 下 階 の 木 質 柱 ２ の 仕 口 部 ４ 側 の 端 面 に は 孔 ２ ２ が 設 け ら れ る 。 棒 材 ６ の 軸 方 向 の 両 端  
部 は 、 上 下 階 の 木 質 柱 ２ の 孔 ２ ２ に そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ 、 孔 ２ ２ に 充 填 さ れ た 充 填 材 ２ ３ に  
よ り 各 木 質 柱 ２ と 一 体 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 鉄 骨 梁 ３ の 軸 方 向 の 端 部 に は 端 板 ３ １ が 設 け ら れ 、 端 板 ３ １ と 鉄 骨 ５ の フ ラ ン ジ が ボ ル  
ト ７ 等 を 用 い て 接 合 さ れ る 。 ボ ル ト ７ に は 高 力 ボ ル ト を 用 い る こ と が で き る 。 鉄 骨 梁 ３ の  
上 記 端 部 は 仕 口 部 ４ の コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ に 埋 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ２ ． 接 合 構 造 １ の 構 築 方 法 ）
　 次 に 、 図 ２ 等 を 参 照 し て 接 合 構 造 １ の 構 築 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ の （ ａ ） ～ （ ｄ  
） は そ れ ぞ れ 図 １ （ ａ ） と 同 様 の 断 面 を 見 た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 接 合 構 造 １ を 構 築 す る に は 、 ま ず 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 下 階 の 木 質 柱 ２ に 鉄 骨 ５ 、  
棒 材 ６ を 工 場 で 一 体 化 し た プ レ キ ャ ス ト 部 材 を 現 場 に 搬 入 し 設 置 す る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 プ レ キ ャ ス ト 部 材 は 、 木 質 柱 ２ の 孔 ２ １ 、 ２ ２ に 鉄 骨 ５ と 棒 材 ６ を 挿 入 し て こ れ ら の 孔  
２ １ 、 ２ ２ に 充 填 材 ２ ３ を 充 填 す る こ と で 製 作 で き る が 、 プ レ キ ャ ス ト 部 材 の 製 作 方 法 は  
特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 木 質 柱 ２ と 鉄 骨 ５ の 一 体 化 に 関 し て は 、 図 ３ （ ａ ） に 水 平 断 面  
を 示 す よ う に 、 木 質 柱 ２ を 半 割 し た 半 割 部 材 ２ ０ 、 ２ ０ に 孔 ２ １ の 平 面 の 半 部 に 対 応 す る  
溝 ２ ０ １ 、 ２ ０ １ を 形 成 し て お き 、 こ れ ら の 溝 ２ ０ １ で 鉄 骨 ５ を 挟 み 込 む よ う に 半 割 部 材  
２ ０ を 組 み 合 わ せ て 半 割 部 材 ２ ０ 同 士 を 接 着 す る こ と で 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 木 質 柱  
２ を 形 成 す る こ と も で き る 。 両 半 割 部 材 ２ ０ の 溝 ２ ０ １ に よ り 木 質 柱 ２ の 孔 ２ １ が 形 成 さ  
れ る の で 、 こ の 孔 ２ １ に 充 填 材 ２ ３ を 充 填 し て 木 質 柱 ２ と 鉄 骨 ５ を 一 体 化 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ の 説 明 に 戻 る 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ （ ａ ） の 工 程 の 後 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に  
、 鉄 骨 梁 ３ と 鉄 骨 ５ を 前 記 し た よ う に 接 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 図 示 し な い 型 枠 を セ ッ ト し 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 下 階 の 木 質 柱 ２ の 上 に コ  
ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ を 打 設 し て 仕 口 部 ４ を 形 成 す る 。 こ の 時 、 鉄 骨 ５ と 棒 材 ６ の 上 端 部 は 仕  
口 部 ４ か ら 上 方 に 突 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 型 枠 を 下 階 の 木 質 柱 ２ の 外 側 面 に 沿 っ て 設 置 す る こ と で 仕 口 部 ４ と 木 質 柱 ２ の 平  
面 寸 法 が 同 一 と な る が 、 型 枠 を 下 階 の 木 質 柱 ２ の 上 端 面 の 外 周 部 の 上 に 設 置 し た 場 合 に は  
、 仕 口 部 ４ の 平 面 寸 法 が 木 質 柱 ２ の 平 面 寸 法 よ り 小 さ く な る 。 型 枠 は 工 場 に お い て 下 階 の  
木 質 柱 ２ に 予 め 取 り 付 け て お い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 仕 口 部 ４ を 形 成 し た ら 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 上 階 の 木 質 柱 ２ を 仕 口 部 ４ の 上 方 か  
ら 建 て 込 む 。 鉄 骨 ５ と 棒 材 ６ の 仕 口 部 ４ か ら の 突 出 部 分 を 上 階 の 木 質 柱 ２ の 下 端 面 の 孔 ２  
１ 、 ２ ２ に そ れ ぞ れ 挿 入 し 、 孔 ２ １ 、 孔 ２ ２ に 充 填 材 ２ ３ を 充 填 す る こ と で 、 図 １ に 示 す  
接 合 構 造 １ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 説 明 し た 第 １ の 実 施 形 態 の 接 合 構 造 １ で は 、 木 質 柱 ２ と 鉄 骨 梁 ３ を コ ン ク リ ー ト 製  
の 仕 口 部 ４ に よ り 接 合 し 、 且 つ 芯 材 と し て 木 質 柱 ２ の 内 部 に 鉄 骨 ５ を 配 置 す る こ と で 、 木  
質 柱 ２ の 柱 端 の 曲 げ に 対 す る 耐 力 や 剛 性 、 変 形 性 能 が 向 上 し 、 ま た 木 質 柱 ２ と 鉄 骨 梁 ３ の  
接 合 部 の 剛 性 、 耐 力 も 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 し か し な が ら 、 本 発 明 は 上 記 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 棒 材 ６ と し て ボ ル ト を  
用 い 、 木 質 柱 ２ の 仕 口 部 ４ 側 の 端 面 に 予 め 埋 設 し た ラ グ ス ク リ ュ ー ボ ル ト （ 雌 ネ ジ ） に 当  
該 ボ ル ト を 螺 合 さ せ て も よ い 。 た だ し 、 本 実 施 形 態 で は 鉄 骨 ５ を 用 い る こ と に よ り 棒 材 ６  
の 応 力 も 軽 減 さ れ 、 施 工 が 簡 単 な Ｇ Ｉ Ｒ の 手 法 を 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 接 合 構 造 １ の 構 築 方 法 も 図 ２ の 例 に 限 ら な い 。 例 え ば 、 図 ２ （ ａ ） の 工 程 の 後 、  
図 ４ に 示 す よ う に 、 鉄 骨 梁 ３ と 鉄 骨 ５ の 接 合 と 、 上 階 の 木 質 柱 ２ の 建 て 込 み を 行 っ て も よ  
い 。 鉄 骨 ５ と 棒 材 ６ の 上 端 部 は 上 階 の 木 質 柱 ２ の 孔 ２ １ 、 ２ ２ に 挿 入 さ れ 、 こ の 後 、 孔 ２  
１ 、 ２ ２ へ の 充 填 材 ２ ３ の 充 填 と 仕 口 部 ４ の コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ の 打 設 を 行 う こ と で 図 １  
に 示 す 接 合 構 造 １ が 完 成 す る 。 こ の 場 合 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ の 打 設 工 程 を ク リ テ ィ カ ル  
パ ス か ら 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 上 下 階 の 木 質 柱 ２ と し て 、 鉄 骨 ５ ０ と 棒 材 ６ ０ を 前 記  
と 同 様 に 木 質 柱 ２ に 一 体 化 し た プ レ キ ャ ス ト 部 材 を 用 い 、 下 階 の 木 質 柱 ２ の 上 に 上 階 の 木  
質 柱 ２ を 建 て 込 ん だ 後 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 両 木 質 柱 ２ の 鉄 骨 ５ ０ の 端 部 同 士 を ボ ル  
ト ７ と 添 接 板 ９ 等 を 用 い て 接 合 し て も よ い 。 こ の 後 、 接 合 さ れ た 鉄 骨 ５ ０ に 対 し て 鉄 骨 梁  
３ を 接 合 し 、 仕 口 部 ４ の コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 各 鉄 骨 ５ ０ の 長 さ は 前 記 し た 鉄 骨 ５ の 半 分 程 度 で あ り 、 こ の 例 で は 、 接 合 さ れ た 鉄 骨 ５  
０ が 上 階 の 木 質 柱 ２ 、 仕 口 部 ４ 、 下 階 の 木 質 柱 ２ に 跨 る よ う に 配 置 さ れ る 。 棒 材 ６ ０ の 長  
さ は 前 記 し た 棒 材 ６ の 半 分 よ り や や 長 く 、 上 下 階 の 木 質 柱 ２ の 棒 材 ６ ０ の 端 部 同 士 が 重 ね  
継 手 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ の 他 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 仕 口 部 ４ 、 鉄 骨 ５ 、 棒 材 ６ を 工 場 ま た は 現 場 で 一 体  
に 製 作 し た プ レ キ ャ ス ト 部 材 を 、 下 階 の 木 質 柱 ２ の 上 方 か ら 建 て 込 ん で も よ い 。 鉄 骨 ５ と  
棒 材 ６ の 上 端 部 と 下 端 部 は 仕 口 部 ４ か ら 上 下 に 突 出 し て お り 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 鉄  
骨 ５ と 棒 材 ６ の 下 端 部 を 下 階 の 木 質 柱 ２ の 孔 ２ １ 、 ２ ２ に 挿 入 し て 充 填 材 ２ ３ の 孔 ２ １ 、  
２ ２ へ の 充 填 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 鉄 骨 ５ の 両 フ ラ ン ジ に は 、 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ （ 鉄 骨 梁 ） の 軸 方  
向 の 端 部 が 溶 接 等 で 接 合 さ れ て い る 。 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ に は 鉄 骨 梁 ３ と 同 様 の 断 面 を 有 す る  
Ｈ 形 鋼 が 用 い ら れ る 。 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ は 鉄 骨 ５ か ら 外 側 に 延 び 、 外 側 の 端 部 が 仕 口 部 ４ の  
外 側 に 突 出 す る 。 な お 、 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ の 鉄 骨 ５ へ の 接 合 方 法 は 溶 接 に 限 ら ず 、 ボ ル ト 等  
を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ の 外 側 の 端 部 に は 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 鉄 骨 梁 ３ が ボ ル ト ７ と 添 接  
板 ９ 等 を 用 い て 接 合 さ れ る 。 こ の 後 、 上 階 の 木 質 柱 ２ の 建 て 込 み を 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様  
に 行 う こ と で 、 仕 口 部 ４ に よ る 木 質 柱 ２ と 鉄 骨 梁 （ 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ と 鉄 骨 梁 ３ ） の 接 合 構  
造 が 完 成 す る 。 こ の 例 で は 仕 口 部 ４ 等 を プ レ キ ャ ス ト 化 す る こ と で 施 工 が 簡 単 に な る 。 た  
だ し 鉄 骨 梁 の 接 合 箇 所 が 増 え る の で 、 こ の 点 で は 接 合 箇 所 の 少 な い 図 １ の 例 の 方 が 好 ま し  
い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 本 実 施 形 態 で は 、 仕 口 部 ４ に お い て 鉄 骨 梁 が 鉄 骨 ５ に よ り 分 断 さ れ る が 、 鉄 骨 梁 を  
仕 口 部 ４ に お い て 連 続 さ せ て 通 し 梁 と し て も よ い 。 図 ６ （ ｃ ） は 図 ６ （ ａ ） の 接 合 部 鉄 骨  
梁 ８ を 通 し 梁 と し た 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ ａ の 例 で あ り 、 上 下 階 の 木 質 柱 ２ に 挿 入 さ れ る 鉄 骨 ５  
’ の 仕 口 部 ４ 側 の 端 部 に 設 け た 端 板 ５ １ が 、 ボ ル ト ７ 等 で 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ ａ の フ ラ ン ジ に  
接 合 さ れ る 。 図 １ の 例 に お い て も 同 様 の デ ィ テ ー ル が 採 用 で き 、 鉄 骨 梁 ３ を 仕 口 部 ４ 内 で  
連 続 さ せ て 通 し 梁 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 別 の 例 に つ い て 、 第 ２ 、 第 ３ の 実 施 形 態 と し て 説 明 す る 。 各 実 施 形 態 は  
そ れ ま で に 説 明 し た 実 施 形 態 と 異 な る 点 に つ い て 説 明 し 、 同 様 の 構 成 に つ い て は 図 等 で 同  
じ 符 号 を 付 す な ど し て 説 明 を 省 略 す る 。 ま た 、 第 １ の 実 施 形 態 も 含 め 、 各 実 施 形 態 で 説 明  
す る 構 成 は 必 要 に 応 じ て 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 第 ２ の 実 施 形 態 ］
（ １ ． 接 合 構 造 １ ａ ）
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 接 合 構 造 １ ａ を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ （ ａ ） は 接 合 構  
造 １ ａ の 鉛 直 断 面 を 示 す 図 、 図 ７ （ ｂ ） は 木 質 柱 ２ ａ の 水 平 断 面 を 示 す 図 、 図 ７ （ ｃ ） は  
仕 口 部 ４ ａ の 水 平 断 面 を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ （ ａ ） は 図 ７ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） の 線 Ｂ ３ － Ｂ ３  
に よ る 断 面 で あ り 、 図 ７ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は そ れ ぞ れ 図 ７ （ ａ ） の 線 Ｂ １ － Ｂ １ 、 Ｂ ２ － Ｂ  
２ に よ る 断 面 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 接 合 構 造 １ ａ で は 、 上 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ と 鉄 骨 梁 （ 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ ａ と 鉄 骨 梁 ３ ） が コ  
ン ク リ ー ト 製 の 仕 口 部 ４ ａ を 介 し て 接 合 さ れ る 。 接 合 構 造 １ ａ は 、 木 質 柱 ２ ａ の 芯 材 と し  
て 鉄 骨 ５ の 代 わ り に コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ が 用 い ら れ る 点 で 第 １ の 実 施 形 態 の 接 合 構 造 １ と  
主 に 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 木 質 柱 ２ ａ は 水 平 断 面 の 中 心 部 を 空 洞 と し た 筒 状 の 部 材 で あ り 、 内 部 に コ ン ク リ ー ト Ｃ  
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ｏ ｎ が 充 填 さ れ る 。 コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ は 木 質 柱 ２ ａ の 全 長 に 亘 っ て 充 填 さ れ 、 ま た 上 下  
階 の 木 質 柱 ２ ａ の 間 に お い て は 仕 口 部 ４ ａ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 接 合 構 造 １ ａ で は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 棒 材 ６ も 設 け ら れ る 。 ま た 仕 口 部 ４ ａ の 内  
部 に は 、 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ ａ が 通 し 梁 と し て 埋 設 さ れ る 。 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ ａ は 仕 口 部 ４ ａ を  
水 平 方 向 に 貫 通 し 、 そ の 両 端 部 が 仕 口 部 ４ ａ の 外 側 に 突 出 す る 。 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ ａ の 両 端  
部 に は 、 鉄 骨 梁 ３ が ボ ル ト ７ と 添 接 板 ９ 等 を 用 い て 接 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ ２ ． 接 合 構 造 １ ａ の 構 築 方 法 ）
　 次 に 、 図 ８ を 参 照 し て 接 合 構 造 １ ａ の 構 築 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ８ の （ ａ ） ～ （ ｄ  
） は そ れ ぞ れ 図 ７ （ ａ ） と 同 様 の 断 面 を 見 た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 接 合 構 造 １ ａ を 構 築 す る に は 、 ま ず 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ に 棒 材  
６ を 工 場 で 一 体 化 し た プ レ キ ャ ス ト 部 材 を 現 場 に 搬 入 し 設 置 す る 。 そ の 後 、 図 ８ （ ｂ ） に  
示 す よ う に 、 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 内 部 に コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ を 打 設 し 、 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ ａ  
を 配 置 す る 。 コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ は 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 上 端 面 の 高 さ ま で 打 設 す る 。 接 合  
部 鉄 骨 梁 ８ ａ は 、 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ に 仕 込 ま れ た 図 示 し な い レ ベ ル 調 整 用 の 治 具 に よ っ て  
下 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 上 端 面 か ら 浮 い た 位 置 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 図 示 し な い 型 枠 を セ ッ ト し 、 図 ８ （ ｃ ） に 示 す よ う に 仕 口 部 ４ ａ の コ ン ク リ ー ト  
Ｃ ｏ ｎ を 打 ち 継 い で 、 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ ａ に 鉄 骨 梁 ３ を 接 合 す る 。 棒 材 ６ の 上 端 部 は 仕 口 部  
４ ａ か ら 上 方 に 突 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 続 い て 、 上 階 の 木 質 柱 ２ ａ を 仕 口 部 ４ ａ の 上 方 か ら 建 て 込 み 、 図 ８ （ ｄ ） に 示 す よ う に  
棒 材 ６ の 突 出 部 分 を 孔 ２ ２ に 挿 入 し て 充 填 材 ２ ３ を 孔 ２ ２ に 充 填 す る 。 こ の 後 、 上 階 の 木  
質 柱 ２ の 内 部 に コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ を 打 ち 継 ぐ こ と で 、 図 ７ に 示 す 接 合 構 造 １ ａ が 完 成 す  
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ と 木 質 柱 ２ ａ と は 、 付 着 の み で 一 体 化 し て も よ い し 、 木 質 柱  
２ ａ の 内 面 に ボ ル ト 等 の 突 出 部 を 設 け て コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ と 木 質 柱 ２ ａ を 機 械 的 に 一 体  
化 し て も よ い 。 ま た コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ は 無 筋 コ ン ク リ ー ト と し て い る が 、 コ ン ク リ ー ト  
Ｃ ｏ ｎ に 主 筋 や せ ん 断 補 強 筋 を 埋 設 し 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト と す る こ と も で き 、 後 者 の 場 合 、  
棒 材 ６ を 省 略 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 説 明 し た 第 ２ の 実 施 形 態 で も 、 木 質 柱 ２ ａ と 鉄 骨 梁 ３ を コ ン ク リ ー ト 製 の 仕 口 部 ４  
ａ に よ り 接 合 し 、 且 つ 木 質 柱 ２ ａ の 芯 材 と し て コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ を 充 填 す る こ と で 、 第  
１ の 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 本 実 施 形 態 で は 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ が 木 質  
柱 ２ ａ に 充 填 さ れ る こ と で 、 木 質 柱 ２ ａ の 軸 力 や 曲 げ に 対 す る 耐 力 も 向 上 す る 。 ま た コ ン  
ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ を 芯 材 に 用 い る こ と で 柱 の ク リ ー プ 変 形 に 対 し て も 有 利 と な り 、 木 質 柱 ２  
ａ の 断 面 寸 法 を 合 理 的 に 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 接 合 構 造 １ ａ の 構 築 方 法 は 図 ８ の 例 に 限 ら な い 。 例 え ば 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に  
、 鉛 直 方 向 の 貫 通 孔 ４ １ を 壁 部 に 有 す る 筒 状 の コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ａ ’ を 工 場 等 で 予 め 製  
作 し 、 前 記 し た 図 ８ （ ａ ） の 工 程 の 後 、 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 上 方 か ら 建 て 込 ん で も よ い 。  
図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 棒 材 ６ を 貫 通 孔 ４ １ に 通 し て コ ン ク リ ー ト  
部 材 ４ ａ ’ を 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ 上 に 設 置 し 、 貫 通 孔 ４ １ 内 に 図 示 し な い 充 填 材 を 充 填 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ａ ’ に は 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ ａ が 設 け ら れ 、  
そ の 両 端 部 が コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ａ ’ を 水 平 方 向 に 貫 通 し て コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ａ ’ の 外 側  
に 突 出 す る 。 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ ａ の 両 端 部 に は 鉄 骨 梁 ３ が 接 合 さ  
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れ 、 上 階 の 木 質 柱 ２ ａ が コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ａ ’ の 上 方 か ら 建 て 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 棒 材 ６ の 上 端 部 は コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ａ ’ か ら 上 方 に 突 出 し 、 上 階 の 木 質 柱 ２ ａ は 、 下  
端 面 の 孔 ２ ２ に 当 該 突 出 部 分 を 挿 入 し て 図 ９ （ ｃ ） に 示 す よ う に コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ａ ’  
上 に 設 置 す る 。 孔 ２ ２ に は 充 填 材 ２ ３ が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 下 、 図 ９ （ ａ ） ～ （ ｃ ） の 工 程 を 建 物 の 複 数 階 に 亘 っ て 繰 り 返 し た 後 、 図 ９ （ ｄ ） に  
示 す よ う に 複 数 階 分 の 木 質 柱 ２ ａ お よ び コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ａ ’ の 内 部 に コ ン ク リ ー ト Ｃ  
ｏ ｎ を 充 填 す る 。 コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ の 充 填 に は Ｃ Ｆ Ｔ （ C o n c r e t e   F i l l e d   S t e e l   T  
u b e ） 柱 と 同 様 の 圧 入 充 填 手 法 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 例 で は 、 コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ａ ’ と そ の 内 部 の コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ が 上 下 階 の 木 質  
柱 ２ ａ の 間 の 仕 口 部 を 形 成 す る 。 な お 、 複 数 階 分 の 木 質 柱 ２ ａ と コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ａ ’  
を 工 場 で 一 体 に 製 作 し て 現 場 に 搬 入 、 設 置 し 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ を 充 填 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ａ ’ を 中 空 と し な い （ 中 実 の 部 材 と す る ） 場 合 も あ り 、 こ の  
場 合 は 、 図 ８ （ ａ ） の 工 程 の 後 、 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 内 部 に コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ を 打 設 し  
た 上 で 、 中 実 の コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ａ ’ を 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 上 に 設 置 す れ ば よ い 。 以 下  
、 図 ８ （ ｃ ） ～ （ ｄ ） と 同 様 の 手 順 で 接 合 構 造 １ ａ を 構 築 で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
［ 第 ３ の 実 施 形 態 ］
（ １ ． 接 合 構 造 １ ｂ ）
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 接 合 構 造 １ ｂ を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ０ （ ａ ）  
は 接 合 構 造 １ ｂ の 鉛 直 断 面 を 示 す 図 、 図 １ ０ （ ｂ ） は 木 質 柱 ２ ａ の 水 平 断 面 を 示 す 図 、 図  
１ ０ （ ｃ ） は 仕 口 部 ４ ｂ の 水 平 断 面 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ０ （ ａ ） は 図 １ ０ （ ｂ ） 、 （ ｃ  
） の 線 Ｃ ３ － Ｃ ３ に よ る 断 面 で あ り 、 図 １ ０ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は そ れ ぞ れ 図 １ ０ （ ａ ） の 線  
Ｃ １ － Ｃ １ 、 Ｃ ２ － Ｃ ２ に よ る 断 面 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 接 合 構 造 １ ｂ で も 、 上 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ と 鉄 骨 梁 ３ と が コ ン ク リ ー ト 製 の 仕 口 部 ４ ｂ を  
介 し て 接 合 さ れ る 。 接 合 構 造 １ ｂ は 、 木 質 柱 ２ ａ の 芯 材 と し て コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ と 鉄 骨  
５ が 用 い ら れ る 点 で 第 １ 、 第 ２ の 実 施 形 態 の 接 合 構 造 １ 、 １ ａ と 主 に 異 な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 鉄 骨 ５ は 、 上 階 の 木 質 柱 ２ ａ 、 仕 口 部 ４ ｂ 、 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ に 跨 る よ う に 配 置 さ れ 、  
そ の 両 端 部 が 筒 状 の 木 質 柱 ２ ａ の 内 部 に 挿 入 さ れ る 。 コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ は 木 質 柱 ２ ａ の  
内 部 に 木 質 柱 ２ ａ の 全 長 に 亘 っ て 充 填 さ れ 、 上 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 間 に お い て は 仕 口 部 ４  
ｂ を 形 成 す る 。 鉄 骨 ５ は コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ 内 に 埋 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 鉄 骨 ５ の フ ラ ン ジ に は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 、 鉄 骨 梁 ３ の 軸 方 向 の 端 部 の 端 板 ３ １ が  
ボ ル ト ７ 等 で 接 合 さ れ る 。 鉄 骨 梁 ３ の 当 該 端 部 は 仕 口 部 ４ ｂ の コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ に 埋 設  
さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ ２ ． 接 合 構 造 １ ｂ の 構 築 方 法 ）
　 次 に 、 図 １ １ を 参 照 し て 接 合 構 造 １ ｂ の 構 築 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ １ の （ ａ ） ～  
（ ｄ ） は そ れ ぞ れ 図 １ ０ （ ａ ） と 同 様 の 断 面 を 見 た も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 接 合 構 造 １ ｂ を 構 築 す る に は 、 ま ず 図 １ １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ に 棒  
材 ６ を 工 場 で 一 体 化 し た プ レ キ ャ ス ト 部 材 を 現 場 に 搬 入 し 設 置 す る 。 そ し て 、 下 階 の 木 質  
柱 ２ ａ の 内 部 に 鉄 骨 ５ の 下 端 部 を 挿 入 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 木 質 柱 ２ ａ の 内 面 に ボ ル ト  
等 の 突 出 部 ２ ４ １ を 予 め 設 け て お き 、 鉄 骨 ５ の 下 端 部 を 突 出 部 ２ ４ １ に よ っ て 下 か ら 支 持  
さ せ る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ の 後 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 内 部 に コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ を  
打 設 し 、 鉄 骨 梁 ３ と 鉄 骨 ５ を 接 合 す る 。 コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ は 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 上 端 面  
の 高 さ ま で 打 設 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 そ し て 、 図 示 し な い 型 枠 を セ ッ ト し 、 図 １ １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 仕 口 部 ４ ｂ の コ ン ク リ  
ー ト Ｃ ｏ ｎ を 打 ち 継 ぐ 。 鉄 骨 ５ と 棒 材 ６ の 上 端 部 は 仕 口 部 ４ ｂ か ら 上 方 に 突 出 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 続 い て 、 上 階 の 木 質 柱 ２ ａ を 仕 口 部 ４ ｂ の 上 方 か ら 建 て 込 み 、 図 １ １ （ ｄ ） に 示 す よ う  
に 、 鉄 骨 ５ の 突 出 部 分 を 木 質 柱 ２ ａ の 内 部 に 、 棒 材 ６ の 突 出 部 分 を 孔 ２ ２ に そ れ ぞ れ 挿 入  
し て 上 階 の 木 質 柱 ２ ａ を 仕 口 部 ４ ｂ の 上 に 設 置 し 、 孔 ２ ２ に 充 填 材 ２ ３ を 充 填 す る 。 こ の  
後 、 上 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 内 部 に コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ を 打 ち 継 ぐ こ と で 、 図 １ ０ に 示 す 接 合  
構 造 １ ｂ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 以 上 説 明 し た 第 ３ の 実 施 形 態 で も 、 木 質 柱 ２ ａ と 鉄 骨 梁 ３ を コ ン ク リ ー ト 製 の 仕 口 部 ４  
ｂ に よ り 接 合 し 、 且 つ 木 質 柱 ２ ａ の 芯 材 と し て 鉄 骨 ５ と コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ を 設 け る こ と  
で 、 第 １ 、 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 芯 材 と し て 鉄 骨 ５ と コ ン ク リ ー  
ト Ｃ ｏ ｎ を ミ ッ ク ス し て 用 い る こ と で 、 木 質 柱 ２ ａ 、 鉄 骨 梁 ３ 、 仕 口 部 ４ ｂ を 統 合 一 体 化  
し た さ ら に 高 性 能 な 架 構 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 接 合 構 造 １ ｂ の 構 築 方 法 は 図 １ １ の 例 に 限 ら な い 。 例 え ば 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す よ  
う に 、 鉛 直 方 向 の 貫 通 孔 ４ １ を 壁 部 に 有 す る 筒 状 の コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ｂ ’ を 工 場 等 で 予  
め 製 作 し 、 こ の コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ｂ ’ を 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 上 方 か ら 建 て 込 ん で も よ い  
。 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ の 棒 材 ６ を 貫 通 孔 ４ １ に 通 し て コ ン ク リ  
ー ト 部 材 ４ ｂ ’ を 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ 上 に 設 置 し 、 貫 通 孔 ４ １ 内 に 図 示 し な い 充 填 材 を 充 填  
す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ｂ ’ の 内 部 に は 鉄 骨 ５ が 設 け ら れ て お  
り 、 鉄 骨 ５ は コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ｂ ’ の 上 下 に 突 出 す る 。 さ ら に 、 鉄 骨 ５ の 両 フ ラ ン ジ に  
は 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ が 図 ６ （ ａ ） の 例 と 同 様 に 接 合 さ れ て お り 、 当 該 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ の 外 側  
の 端 部 が コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ｂ ’ を 貫 通 し て コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ｂ ’ の 外 側 に 突 出 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 接 合 部 鉄 骨 梁 ８ の 外 側 の 端 部 に は 鉄 骨 梁 ３ が 接 合 さ れ 、 上  
階 の 木 質 柱 ２ ａ が コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ｂ ’ の 上 方 か ら 建 て 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 棒 材 ６ の 上 端 部 は コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ｂ ’ か ら 上 方 に 突 出 し 、 上 階 の 木 質 柱 ２ ａ は 、 下  
端 面 の 孔 ２ ２ に 棒 材 ６ の 突 出 部 分 を 挿 入 し て 図 １ ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に コ ン ク リ ー ト 部 材  
４ ｂ ’ の 上 に 設 置 す る 。 孔 ２ ２ に は 充 填 材 ２ ３ が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 以 下 、 図 １ ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） の 工 程 を 建 物 の 複 数 階 に 亘 っ て 繰 り 返 し た 後 、 図 １ ２ （ ｄ  
） に 示 す よ う に 複 数 階 分 の 木 質 柱 ２ ａ お よ び コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ｂ ’ の 内 部 に コ ン ク リ ー  
ト Ｃ ｏ ｎ を 充 填 す る 。 コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ の 充 填 に は 前 記 の 圧 入 充 填 手 法 を 用 い る こ と が  
で き る 。 コ ン ク リ ー ト 部 材 ４ ｂ ’ と そ の 内 部 の コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ は 上 下 階 の 木 質 柱 ２ ａ  
の 間 の 仕 口 部 を 形 成 す る 。 な お 、 前 記 と 同 様 、 複 数 階 分 の 木 質 柱 ２ ａ と コ ン ク リ ー ト 部 材  
４ ｂ ’ を 工 場 で 一 体 に 製 作 し て 現 場 に 搬 入 、 設 置 し 、 コ ン ク リ ー ト Ｃ ｏ ｎ を 打 設 し て も よ  
い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 以 上 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 に 係 る 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本  
発 明 は か か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 当 業 者 で あ れ ば 、 本 願 で 開 示 し た 技 術 的 思 想 の 範 疇 内 に  
お い て 、 各 種 の 変 更 例 又 は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り 、 そ れ ら に つ い て も 当  
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然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
１ 、 １ ａ 、 １ ｂ ： 接 合 構 造
２ 、 ２ ａ ： 木 質 柱
３ ： 鉄 骨 梁
４ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ ： 仕 口 部
５ 、 ５ ’ 、 ５ ０ ： 鉄 骨
６ 、 ６ ０ ： 棒 材
８ 、 ８ ａ ： 接 合 部 鉄 骨 梁
２ １ 、 ２ ２ ： 孔
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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